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the Nihon Gwaishi、１②the Genji Monogatari、１③→残存、とある場合は、
大正11年版ではthe Nihon Gwaishiとなっていた部分が、昭和26年版ではthe 

















































Ranke was a great historian.
〔ランケは大歴史家であった〕
４②（p.111。③（p.95）も同じ）

























If I fail, I shall have to serve in the army.
〔僕は落第すると徴兵に行かなくちやならぬ〕
If he fails, he will have to serve in the army.
〔彼は落第すると徴兵に行かなくちやならぬ〕
７①（p.346動詞）
When shall you have to serve in the army？
〔君は何時徴兵に出なけりやならぬのか〕
８①（p.421動詞）
I should have to serve in the army, if I were not in a government school.
〔僕は官立学校に居なけりや徴兵に出なけりやならぬのだ〕



























If I fail, I shall have to leave school.
〔私は落第すると学校をよさなくてはならぬ（③は「やめなくてはならない」）〕


















When shall you have to report at the office？
〔君はいつ事務所に出頭しなければならないのか〕
８③（p.370）









The Pescadores lie between China and Formosa.
〔澎湖列島は支那と台湾との間にあり〕
10①（p.91名詞）




Is much rice grown in Chosen？
〔朝鮮では米を沢山作るか〕
12①（p.417動詞　練習問題）













































Is much rice grown in Sumatra？
〔スマトラでは米をたくさん作るか〕
12③（p.366）















Bushido has made Japan what she is.
〔日本の今日あるは武士道の賜物なり〕
14①(p.35名詞　練習問題）
The Japanese regard the pine-tree as an emblem of constancy.
〔日本人は松を操の標章と見なして居る〕
15①（p.59名詞　練習問題）
The world was astonished at the bravery of the Japanese.
〔世界は日本人の勇気に驚歎した〕
16①（p.60名詞　練習問題）
The Japanese do not fear death.
〔日本人は死を恐れず〕
17①（p.36名詞）




The Japanese are the most civilized among the peoples of Asia.
〔日本人は亜細亜人種中一番開けて居る〕
19①（p.241形容詞　練習問題）
Japan is the best country in the world.
〔日本は世界で一番好い国だ〕
20①（p.221形容詞）
The Japanese are a brave people.
〔日本人は勇敢なる国民なり〕
21①（p.54名詞）
Japan is now one of the greatest naval powers.
〔日本は今や大海軍国の一なり〕
22①（p.189代名詞）
Japan is in the East what England is in the West.
〔日本の東洋に於けるは英国の西洋に於けるが如し〕
23①（p.86名詞　練習問題）
Japan will not hesitate to fight in order to protect her interests.
〔日本は其利益を保護する為には戦ふ事を躊躇せぬ〕
24①（p.580接続詞　練習問題）



















There are many Chinese who can not even sign their names.
〔自分の名さへ書けぬ支那人が多い〕



















　The world was astonished at the bravery of the French.
〔世界はフランス人の勇気に驚嘆した〕
16②（p.67。③（p.59）も同じ）
　He did not fear death.
〔彼は死を恐れなかった〕
17②（p.43。③（p.39）も同じ）
　The English are a practical people.
〔英国人は実際的な民族だ〕
18②（p.48。③（p.43）も同じ）
　The Balkan peninsula is the home of many peoples.
〔バルカン半島は色々な民族がいる〕
19②（p.246。③（p.213）も同じ）









































War is an evil； but if you do fight, fight it out.
〔兵は凶事である、併し一旦戦ふとなつたら飽迄戦ふべしだ〕
28①（p.379動詞）





I hope there may be many future Togos among you.
〔諸君の中よりも将来幾多の東郷大将が出るだらうと思ふ〕
30①（p.381動詞　練習問題）
Our fleet had not gone far when the enemy appeared.-海・機
〔吾が軍隊行く事幾ばくもなく敵が現はれた〕
31①（p.58名詞）
The Japanese captured the 203 Metre heights.
〔日本軍は二〇三高地を占領した〕
32①（p.408動詞　練習問題）





















When was the Battle of the Japan Sea fought？
〔日本海の戦はいつだつたか〕
34①（p.287動詞　練習問題）
The enemy sank our transport.
〔敵は我軍の運送船を沈めた〕
35①（p.494動詞　練習問題）
An officer drew his sword, and sprang on board the enemy’s ship.
〔一人の士官が剣を抜いて敵艦に躍り込んだ〕
36①（p.494動詞　練習問題）




What wonder that Japan should be ever victorious？
〔日本軍の連戦連勝抑も故あるかな〕
38①（p.401動詞　練習問題）
We are surprised that the Cossacks should prove so inefficient.
〔コサック兵が斯く迄無能ならんとは意外だ〕
39①（p.135代名詞　練習問題）
If, on the one hand, the Russians were superior in numbers, the Japanese, 




Why is it impossible to conquer Russia？
〔何故露西亜には勝ち難いか〕
41①（p.307動詞）
Japan and Russia were then at war.
〔日露は其当時戦争をして居つた〕
Japan and Russia are now at peace.
〔日露は今は平和〕
42①（p.548前置詞　練習問題）
The war broke out in February in the thirty-seventh year of Meiji, and 
lasted for about a year.
〔戦争は明治三十七年二月に始まつて凡そ一年間続いた〕
43①（p.579接続詞）












































If, on the one hand, the Athenian were superior in numbers, the Spartan, 


















































Japan and Russia were then at war.
（※Japan and Russia are now at peace.は削除。）
42③（p.485）
The talk was started in February in the thirty-seventh year of Showa, and 























　General Court Nogi and Countess Nogi committed suicide on the thirteen 
of September in the first year of the Taisho era.
〔大正元年八月十三日乃木大将夫妻自殺す〕
46①（p.386動詞）
Long live the Emperor！
〔天皇陛下万歳〕
47①（p.216形容詞）
　The Fuji is three times as large as the Yoshino.
〔富士艦は吉野艦の三倍の大きさ〕
48①（p.36名詞）
　The Mitsuis are the richest family in Japan.
〔三井家は日本一の金満家〕
49①（p.37名詞）
　Most of the Japanese nobility are poor.
〔日本の華族は大概貧乏だ〕
50①（p.29名詞　練習問題）


































The Konoes are an ancient family.
〔近衛家は古い家柄だ〕
49②（p.45。③（p.40）も同じ）





















His house is three times as large as yours.
（165）
〔彼の家は君の家の３倍の大きさ〕
45については、乃木希典という人物との関係がなくなっている。刊行当時は
「最近の出来事」であっても、昭和38年においてはたんなる歴史上の出来事へ
と変化したことによるのであろう。したがって、「37年８月13日」という日付
のみを機械的に用いた文に変更したものと考えられる。そして47についても、
軍艦が日常とはおよそかけ離れた存在となったことで、「家」を用いた文となっ
たと考えられる。
おわりに
ここまで、『新自修英文典』が戦後の２度の改訂をつうじて、どのような例
文に修正を加えたのかということを検討した。本稿では取り上げきれなかった
例文もあり、また筆者の憶測も多く含まれているが、徴兵制を意識しながらの
進学、アジアのなかでの優越感、日露戦争での戦績への注目といったものが、
一参考書の例文に反映されていたこと、そして戦後そうした例文が段階的に削
除または修正されたということは明らかにできたように思われる。
上記のような例文が戦前に多く見られたのは、参考書自体が何らかの思想を
もっているがためのものではなく、当時の社会や入試問題の動向をうけたこと
によるものであろう。意識的であれ、無意識的であれ、当時の常識・制度（今
回取り上げた『新自修英文典』であれば、頼山陽や東アジア観、日露戦争、徴
兵制など）が前提となることで学習参考書は作られている。とりわけ英語はコ
ミュニケーションの方法としての側面があり、また学習者自体にもそうした方
法の習得が求められる。それゆえにこそ、その方法を身につけやすいように、
より強く時代の特徴が反映されたのではないだろうか。学習した文法事項を当
時の社会のなかで応用すること、時事を英語で考え、述べる手段として英文法
を学ぶことが、この参考書のなかでもおのずと鍛えられることになったと考え
られる。
（166）
そしてその結果として、参考書という媒体が、いっそう軍事色の強いものと
なっていったと考えられる。これは時事を踏まえたものであるとともに、そう
した軍事色の強い入試問題に応えていく能力を養うという目的をもつことによ
るものであって、必ずしも著者の意向によるものではなかろう。ともあれ、そ
うした書籍を用いて学生が上級学校へと進んでいったことを考えるとき、参考
書もまた当該期の社会・文化を捉えるうえで重要な資料となっているのではな
いだろうか。学習参考書の改訂は、そうした時代の変化を、あるいは直接的に、
あるいは間接的に、反映するものといえる。『新自修英文典』の場合には、戦
後の改訂をつうじて、戦前の軍事色の強い例文が修正された。日本社会が「戦
後」をむかえるなかで、参考書もまた「戦後」をむかえたのである。
参考書という資料から時代を考えるという方法のもつ価値を改めて指摘しつ
つ、擱筆する。諸賢のご叱正を乞う。
附記
今年度までの５年間を上限として、本学院で非常勤講師として日本史を担当
する機会を得た。偶然古書店で手に入れた参考書の著者がかつて教鞭を執って
いた場に、立場は異なれども奉職したことに何かの縁を感じ、本稿を草した次
第である。
なお本稿再校中、紀太藤一『和文英訳詳解』（飯島書店、武田芳進堂）の存
在を知った。1911年初版のこの本は入学試験問題をテーマごとに整理したもの
であるが、そのなかに「陸海軍、船艦」「地理、歴史」というテーマが存する。
またその問題のなかには、『新自修英文典』の例文に近いものもある。これら
の比較検討については、今後別の機会を得てすすめたい。
